
国語A（知識） 国語B（活用） 算数A（知識） 算数B（活用） 理科
西前小学校 78.0% 59.0% 70.0% 57.0% 61.0%

神奈川県（公立） 70.0% 54.0% 64.0% 52.0% 60.0%
全　国（公立） 70.7% 54.7% 63.5% 51.5% 60.3%

※　上記の円グラフの点線(       )の円が、左右それぞれ全国、神奈川県の平均値です。点線より、外側にあるものは、平均を上回る状況、円
の内側にあるものは、平均を下回る状況と見ることができます。

【考察】
　算数、理科、地域・社会への興味関心がどれも高いという結果が得られました。この好奇心が学習意欲へとつながり
どの教科においても学習内容の定着につながっていると考えられます。その一方「学校のきまりを守っている」児童が
県や全国では４０％いるのに対し、本校では１４％と規範意識が低い結果となりました。再度西前スタンダードを確認
し、学校の約束の定着をはかっていきます。また「自分にはよいところがある」という回答をした児童は、県や国の平均
が４０％であるのに対し、本校では３２％であり、自尊感情に課題が見られます。学校でも日常の授業や学校行事の中
で児童の個性やよいところを積極的に認め、自尊感情を高める指導を重ねていきます。
　学習面では「学校の予習・復習をしている」という項目で「している」が５３％、「あまり、または全くしていない」が４６％
と二極化している実態が見られました。引き続き、自ら主体的に学習に取り組む態度を育てる指導を積み重ねていきま
す。また、読書時間は県や全国平均に比べ長い結果となりました。本に触れる機会の多さが、学習の基本である「言葉
で正確に理解したり、考えたりする力」の定着につながっていると考えられます。今後も担任と学校司書との連携をさら
に図りながら、朝読書など、本に触れる機会を増やしていきます。
　生活面では「放課後や週末は何をして過ごすか」という質問に対し「テレビやゲーム、インターネット」と答えた児童が
80％以上にのぼりました。もう一度、家庭での過ごし方や約束などを見直し、ご家庭でも上手な時間の使い方や好まし
い学習・生活習慣などについて話し合っていただくようお願いいたします。
　「地域や社会に関心がある」「地域の行事に参加している」「算数が好き」と感じている児童が全国平均を上回ってい
たことはうれしい結果でした。今後も中学校併設型（小中一貫型）小学校として西中学校との連携を深め、子どもたち
のよりよい成長のために指導を充実させていきたいと考えます。保護者の皆様、地域の皆様のご理解とご協力を引き
続きお願いいたします。

１　国語科、算数科、理科の平均正答率について

【考察】
　国語では登場人物の心情を読み取ったり、相手や目的に応じて筋道立てて話したりする力が高い結果となりました。
今後も継続して朝読書やスピーチに力を入れ、言葉で正確に理解したり、伝えたりする力を高めていくよう指導してい
きます。目的や意図に応じて伝えたいことを明確にして書くことや、適切に敬語を使うことに課題が見られました。基礎
となる言語能力をより高め、言葉で適切に表現する力を伸ばすために、国語科の学習以外の場面でも、普段から自分
の考えや気持ちを書いたり話したりして表現する機会を増やしていきます。算数では、基本的な計算や文章題を読み
取って適切に立式することはできていますが、割り算の式と商の意味を結び付けて理解したり、グラフの変化に着目し
て記述したり、円周率の意味を説明したりすることに課題があるという結果が見られました。公式や計算の方法などをた
だ暗記するのではなく、なぜそうなるのかを考える習慣を身につけ、説明する機会を増やし、「数学的な考え方」を深
めていくような授業に取り組んでいきます。個人差もありますので、個別に指導をしたり、課題が見られる内容について
繰り返し指導したりしながら、よりわかりやすく、楽しい学習をすすめていきます。どの学習においても最後まで根気強
く取り組む姿勢、主体的に学ぶ態度を育てていきます。

２　学力・学習状況調査(質問紙)の結果

平成30年10月14日

保護者様

横浜市立西前小学校

校 長 石川 隆一

平成30年度 全国学力・学習状況調査（6年生）の結果概要について
平成30年4月に実施いたしました標記の調査につきまして、結果と考察がまとまりましたので、保護者の皆様にお

知らせいたします。また学校ホームページでも公開しておりますので、ご参照いただければ幸甚です。


